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災害看護「1.17メッセージ」からこれからの「進展
」へ向けて : 「災害看護メッセージ : 備え」の発
信

































































































































災害看護 「1.17メ ッセー ジ」からこれか らの 「進展」へ向 けて 「災害看護 メッセー ジ－ 備 え－」の発信
も弱体化するなかで、住民の生活支援、住民相互が





1)分 野の壁 を越 えたネッ トワーク
いのちを原点として 「暮 らしと地域の一体化」を
掲げ、各々のフィールドで市民主体の社会の形成を
目指し取 り組んできた。この取 り組みの理念は 「一
人の人としてのいのちを重んじる」ことであった。












門性 を持っている 「複合型 コミュニティ」である。
複合的で多様な資源が錦織のように重なったコミュ
ニティづ くりと、さらに知縁と地縁が連携できるよ
う、看護者がコーディネーターとなり、問題解決に
向けて役立つことができた。
2.今 後の課題
10年の活動を通して、「地域社会のあり方」「看護
の再構築の重要性」「社会資源および福祉資源の有
効な活用のあり方」等々、多岐にわたる課題が浮上
した。課題の解決には、「ひと」と「くらし」を中心
にすえて、政治的課題や社会システムの改善、地域
社会を視野に入れた積極的な看護の姿勢が必要であ
り、また、社会も看護者に望んでいることである。
コミュニティづくりは平常時の備えであり、災害
時の減災につながることを心しておきたい。
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